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令
和
六
年
一
月
一
日
午
後
四
時
十

分
、
マ
グ
ニ
チ
ュー
ド
７・６
、
最
大
震
度

７
を
観
測
し
た
地
震
が
石
川
県
能
登

地
方
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
建
物
の
倒
壊
、

津
波
被
害
、
断
水
及
び
大
規
模
火
災

等
の
被
害
を
震
源
地
で
あ
る
能
登
地

方
及
び
周
辺
地
域
は
受
け
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
第
十
師
団
は
、
災
害

派
遣
要
請
を
受
け
石
川
県
金
沢
駐
屯

地
を
拠
点
と
し
、
直
ち
に
被
災
し
た
地

域
の
人
命
救
助
・
捜
索
及
び
生
活
支
援

等
を
行
っ
た
。

　

中
部
方
面
管
内
の
各
部
隊
は
、
情

報
収
集
及
び
派
遣
準
備
等
を
行
い
、
派

遣
態
勢
を
整
え
た
。

　

連
隊
も
、
発
災
直
後
か
ら
速
や
か
に

指
揮
所
を
立
ち
上
げ
、
上
級
部
隊
と

の
連
携
を
密
に
し
て
、
情
報
を
収
集
し

派
遣
準
備
を
行
っ
た
。

　

上
級
部
隊
よ
り
連
絡
員
（
Ｌ
Ｏ
）
と

し
て
幹
部
の
派
遣
要
請
を
受
け
た
連
隊

は
、
近
傍
の
駐
屯
地
へ
幹
部
二
名
を
派

遣
し
増
加
幕
僚
と
し
て
、
指
揮
所
活

動
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
中
部
方
面
隊
に
所
属
す
る

駐
屯
地
業
務
隊
は
、
生
活
支
援
の
為

の
物
資
輸
送
と
し
て
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
使
用
し
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
及
び
加
熱
剤
と
いっ
た
物
資

の
積
載
を
行
い
、
近
傍
の
駐
屯
地
ま
で

運
搬
し
た
。

　

ま
た
、
拠
点
と
な
っ

た
金
沢
駐
屯
地
に
は
、

駐
屯
地
の
燃
料
ス
タ

ン
ド
を
二
十
四
時
間

稼
動
さ
せ
る
等
の
兵

站
業
務
支
援
と
し
て
、

米
子
駐
屯
地
か
ら
陸

曹
四
名
が
派
遣
さ
れ

支
援
活
動
を
実
施
し

た
。

　

第
八
普
通
科
連
隊

は
、
主
に
物
資
輸
送

及
び
生
活
支
援
（
給

食
）
等
の
任
務
を
行
い

石
川
県
輪
島
市
に
お

い
て
約
五
十
名
の
隊
員
が
支
援
活
動
を

実
施
し
た
。

　

現
地
で
活
動
し
た
隊
員
は
、
生
活

物
資
の
運
搬
、
積
載
の
他
、
被
害
に
遭
っ

た
学
校
の
机
や
椅
子
の
運
搬
、
積
雪
で

ス
タ
ッ
ク
し
た
一
般
車
両
の
救
援
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
測
の
事
態
に
も
冷
静
に

対
応
し
与
え
ら
れ
た
任
務
を
行
っ
た
。

　

生
活
支
援
（
給
食
）
は
、
野
外
炊
事

車
で
調
理
を
行
い
、
被
害
に
遭
っ
た
現

地
の
方
に
配
膳
し
、
温
か
く
美
味
し
い

食
事
を
毎
日
提
供
し
た
。

　

駐
屯
地
警
務
隊
は
、
石
川
県
珠
洲

市
に
お
い
て
警
察
、
消
防
及
び
市
役
所

と
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
に
係
る
さ
ま
ざ

ま
な
調
整
や
連
携
を
行
い
、
被
災
地
域

の
交
通
誘
導
、
被
害
に
遭
っ
た
方
々
や

派
遣
部
隊
等
へ
防
犯
資
料
の
提
供
、
後

方
支
援
隊
と
と
も
に
野
外
入
浴
施
設

の
設
営
等
も
行
い
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
災

害
派
遣
任
務
に
寄
与
し
た
。

　

ま
た
、
三
月
上
旬
か
ら
も
物
資
輸

送
支
援
の
為
、
連
隊
か
ら
二
名
の
隊
員

及
び
駐
屯
地
に
所
在
す
る
後
方
支
援

隊
の
隊
員
が
派
遣
さ
れ
た
。

　

被
害
に
遭
っ
た
地
域
は
、
現
在
も
自

衛
隊
に
よ
る
派
遣
活
動
は
継
続
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
駐
屯
地
各
部
隊
は
、
新

た
な
任
務
、
部
隊
交
代
等
に
よ
る
更
な

る
派
遣
も
予
期
し
、
ど
の
よ
う
な
過
酷

な
任
務
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
物
心
両

面
の
準
備
を
行
って
い
る
。

　

三
月
十
四
日
、
米
子
駐
屯
地
に
お
い

て
最
先
任
上
級
曹
長
交
代
式
が
行
わ

れ
た
。

　

下
番
最
先
任
上
級
曹
長　

准
陸
尉　

小
谷　
一
哉
は
、
令
和
五
年
三
月
か

ら
第
八
代
最
先
任
上
級
曹
長
兼
ね
て

駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹
長
に
上
番
し
、

「
明
日
へ
の
創
造
」
を
抱
負
と
し
、
准

曹
士
の
最
上
位
職
と
し
て
准
曹
士
の
育

成
に
尽
力
し
た
。

　

訓
練
検
閲
を
始
め
と
す
る
各
種
訓

練
等
に
お
い
て
、
積
極
的
に
現
場
に
進

出
し
て
指
導
し
、
隊
員
の
基
礎
的
戦
闘

能
力
及
び
分
隊
長
等
の
指
揮
・
指
導
能

力
を
向
上
さ
せ
、
現
場
で
判
明
し
た
問

題
点
等
に
つ
い
て
は
各
級
指
揮
官
、
幕

僚
等
と
密
接
に
連
携
し
て
速
や
か
に
解

決
を
図
る
等
部
隊
の
精
強
化
に
寄
与
し

た
。

　

ま
た
、
服
務
指
導
に
お
い
て
は
各
中

隊
先
任
上
級
曹
長
と
密
接
に
連
携
し

隊
員
の
身
上
把
握
と
躾
指
導
に
努
め
、

生
活
環
境
及
び
勤
務
環
境
の
改
善
を

行
い
駐
屯
地
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。

　

三
月
十
八
日
付
で
第
十
三
旅
団
最

先
任
上
級
曹
長
に
上
番
し
、
今
後
更

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　

上
番
最
先
任
上
級
曹
長　

准
陸
尉　

玉
木　

敦
は
、
島
根
県
出
雲
市
出
身

で
平
成
十
年
三
月
、
第
八
普
通
科
連

隊
に
入
隊
し
教
育
修
了
後
、
重
迫
撃

砲
中
隊
、
旅
団
改
編
に
よ
り
平
成
十
一

年
か
ら
本
部
管
理
中
隊
に
配
置
、
平

成
三
十
年
か
ら
第
三
十
二
普
通
科
連
隊

（
大
宮
駐
屯
地
）
重
迫
撃
砲
中
隊
で
勤

務
し
、
令
和
三
年
三
月
か
ら
第
八
普
通

科
連
隊
本
部
管
理
中
隊
、
令
和
五
年

三
月
か
ら
は
、
先
任
上
級
曹
長
と
し
て

中
隊
の
隊
員
を
指
導
、
善
導
す
る
と
と

も
に
、
営
内
環
境
の
改
善
に
努
め
こ
の

度
、
第
九
代
最
先
任
上
級
曹
長
兼
ね

て
駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹
長
に
上
番

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

玉
木
准
尉
は
、「
笑
顔
～
よ
り
良
い
仕

事
を
す
る
た
め
に
～
」
を
方
針
と
し
、

准
曹
士
に
対
す
る
良
き
理
解
者
、
指

導
者
と
し
て
部
隊
の
育
成
と
精
強
化
に

努
め
る
。

　

ま
た
、
現
在
四
十
四
歳
と
若
さ
溢

れ
る
そ
の
勢
い
と
卓
越
し
た
指
揮
能
力

で
、
曹
士
の
最
上
位
職
と
し
て
親
愛
の

情
を
持
って
指
導
に
あ
た
って
く
れ
る
も

の
と
確
信
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期

待
し
た
い
。
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学校の机や椅子を運搬学校の机や椅子を運搬

警察署との調整警察署との調整

野外入浴施設の設営野外入浴施設の設営

派遣部隊への防犯資料の提供派遣部隊への防犯資料の提供

業務隊24時間燃料給油支援業務隊24時間燃料給油支援 物資輸送物資輸送

配膳配膳

派遣出発派遣出発

業務隊支援物資の積載業務隊支援物資の積載

最
先
任
上
級
曹
長
交
代
式

最
先
任
上
級
曹
長
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代
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冬
季
戦
技
訓
練
隊
は
、
二
月
下
旬

に
山
形
県
で
行
わ
れ
た
国
民
ス
ポ
ー
ツ

冬
季
大
会
（
ス
キ
ー
競
技
会
）
に
連
隊

か
ら
四
名
の
隊
員
が
鳥
取
県
代
表
と
し

て
出
場
し
た
。

　

一
月
中
旬
に
鳥
取
県
大
山
町
に
お

い
て
行
わ
れ
た
鳥
取
県
予
選
会
で
は
、

成
年
男
子
Ａ（
４・４
キ
ロ
）の
部
に
お
い

て
第
二
中
隊　

湯
栗
士
長
が
若
さ
溢

れ
る
力
走
を
見
せ
第
三
位
と
健
闘
し
、

成
年
男
子
Ｂ（
４・４
キ
ロ
）
第
一
中
隊　

岡
田
三
曹
、
成
年
男
子
Ｃ（
２・

２
キ
ロ
）
第
一
中
隊　

三
好
曹

長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
お
い
て

優
勝
し
、
第
二
中
隊　

川
端

一
曹
は
三
好
曹
長
に
続
き
第
二

位
の
成
果
を
収
め
、
山
形
県
で

行
わ
れ
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
冬
季

大
会
（
ス
キ
ー
競
技
会
）への
出

場
を
決
め
た
。

　

国
民
ス
ポ
ー
ツ
冬
季
大
会（
ス

キ
ー
競
技
会
）で
は
鳥
取
県
代

表
と
し
て
、
全
国
の
強
豪
と
戦

い
日
頃
の
練
成
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
た
。

　

結
果
は
惜
し
く
も
そ
れ
ぞ
れ

の
部
に
お
い
て
、
目
標
で
あ
っ
た

入
賞
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
若
手
か

ら
ベ
テ
ラ
ン
選
手
ま
で
チ
ー
ム
一
丸
と
な

り
大
会
へ
挑
み
、大
き
な
収
穫
を
得
た
。

　

そ
の
後
、
訓
練
隊
は
北
海
道
の
西
岡

バ
イ
ア
ス
ロ
イ
ン
競
技
場
で
実
施
さ
れ

た
第
六
十
回
日
本
選
手
権
大
会
に
も

出
場
し
、
若
手
隊
員
の
貴
重
な
経
験
の

場
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
冬
季
戦
技
訓
練
隊
は
、
年

間
を
通
し
て
更
な
る
練
成
を
重
ね
新
た

な
目
標
へ
向
け
歩
ん
で
い
く
。

機動訓練機動訓練 学科試験学科試験

徽章授与式徽章授与式

日本選手権　岡田三曹日本選手権　岡田三曹

国民スポーツ大会　三好曹長国民スポーツ大会　三好曹長

日本選手権　湯栗士長日本選手権　湯栗士長

国民スポーツ大会　川端一曹国民スポーツ大会　川端一曹

国
民
ス
ポ
ー
ツ
冬
季
大
会

国
民
ス
ポ
ー
ツ
冬
季
大
会

旅団部隊スキー指導官旅団部隊スキー指導官

　

第
二
中
隊
陸
曹
長　

加
納　

洋
竜

は
、
一
月
二
十
七
日
、
兵
庫
県
伊
丹

市
に
所
在
す
る
、
伊
丹
駐
屯
地
で
行
わ

れ
た
中
部
方
面
隊
優
秀
隊
員
招
待
行

事
に
お
い
て
、
中
部
方
面
総
監　

陸
将　

堀
井　

泰
蔵
か
ら
表
彰
さ
れ

た
。

　

こ
の
招
待
行
事
は
、
中
部
方

面
官
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
か

ら
、
選
考
に
よ
り
選
抜
さ
れ
こ

の
度
、
さ
ま
ざ
ま
な
功
績
を

評
価
さ
れ
見
事
選
抜
さ
れ
た
。

　

加
納
曹
長
は
、
レ
ン
ジ
ャ
ー

特
技
保
有
者
で
あ
り
、
富
士

学
校
レ
ン
ジ
ャ
ー
班
先
任
助
教

と
し
て
幹
部
レ
ン
ジ
ャ
ー
課
程

三
百
十
五
名
及
び
助
教
課
程

七
十
四
名
を
養
成
す
る
等
陸

上
自
衛
隊
の
精
強
化
に
大
き

く
貢
献
し
た
。

　

ま
た
、「
レ
ン
ジ
ャ
ー
集
合
教
育

（
養
成
）」
に
お
い
て
助
教
と
し

て
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
「
百
名
」
警
察
レ
ン

ジ
ャ
ー
「
九
名
」の
育
成
に
貢
献
し
た
。

　

さ
ら
に
部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
と
し
て

指
導
官
及
び
冬
季
遊
撃
特
技
を
活
か

し
連
隊
・
中
隊
の
積
雪
寒
冷
地
部
隊
に

必
要
な
戦
闘
行
動
等
を
普
及
し
部
隊

の
練
度
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

加
納
曹
長
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
特
技
を
活
か
し
部
隊
の
精
強
化
に
努

め
て
い
く
。

　

ま
た
、
第
二
中
隊
二
等
陸
曹　

井
ノ

上　

仁
は
、
二
月
二
十
五
日
に
米
子
市

文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
五
年
度

米
子
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
に

選
出
さ
れ
表
彰
を
受
け
た
。

　

井
ノ
上
二
曹
は
、
六
月
に
行
わ
れ
た

第
四
十
回
鳥
取
県
銃
剣
道
選
手
権
大

会
兼
国
体
予
選
会
に
お
い
て
、
個
人
の

部
及
び
団
体
の
部
に
お
い
て
優
勝
し
、

十
月
中
旬
に
は
鹿
児
島
県
で
実
施
さ
れ

た
国
民
体
育
大
会
に
主
将
と
し
て
出

場
し
、
団
体
の
部
に
お
い
て
第
三
回
戦

（
ベス
ト
16
）ま
で
進
出
し
た
。

　

ま
た
、
連
隊
銃
剣
道
訓
練
隊
で
は
、

選
手
と
し
て
練
成
に
励
み
な
が
ら
、
教

官
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
人
材
育
成

に
も
励
ん
で
い
る
。

　

連
隊
は
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
で
き
る
よ
う
戦
技
技
量
向
上

に
努
め
て
い
く
。

優
秀
隊
員
表
彰

優
秀
隊
員
表
彰

　

第
八
普
通
科
連
隊
は
、
一
月
上
旬

か
ら
二
月
下
旬
ま
で
の
約
二
ヶ
月
間
、

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー

場
、
日
光
演
習
場
及
び
周
辺
地
域
に
お

い
て
、
旅
団
部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
（
養

成
・
練
成
）集
合
教
育
を
実
施
し
た
。

　

自
衛
隊
ス
キ
ー
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

と
も
言
え
る
部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
は
、

積
雪
地
に
お
い
て
部
隊
が
行
動
す
る
上

で
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
冬
季
に
お
け
る
十
分
な

知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
ス
キ
ー
技
術
以
外
に
も
課
目
試

験
及
び
指
導
法
な
ど
の
各
種
試
験
に
合

格
し
た
者
の
み
が
認
定
さ
れ
、
合
格
者

に
は
部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
の
証
で
あ
る

ス
キ
ー
徽
章
が
授
与
さ
れ
る
。

　

本
教
育
に
参
加
し
た
各
中
隊
等
か

ら
選
抜
さ
れ
た
隊
員
は
、
冬
季
に
お
け

る
部
隊
の
指
導
者
を
目
指
し
日
々
練
成

に
励
み
、
訓
練
は
初
級
技
術
か
ら
中
・

上
級
技
術
へ
と
段
階
的
に
教
育
が
実
施

さ
れ
、
教
官
・
助
教
が
一
体
と
な
り
、

部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
の
認
定
試
験
に
向

け
て
必
要
な
技
術
の
修
得
に
励
ん
だ
。

　

二
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
認
定
試
験
に

お
い
て
は
、
積
雪
が
少
な
く
、
厳
し
い

条
件
の
中
で
の
試
験
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
隊
員
が
こ
れ
ま
で
の
練
成
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
、
六
名
の
隊
員
が

新
た
に
部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
に
認
定
さ

れ
た
。

　

今
回
見
事
合
格
し
、
認
定
さ
れ
た

指
導
官
ら
の
新
た
な
飛
躍
に
期
待
し
た

い
。

【
部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
に
認
定
さ
れ
た

隊
員
】

第
八
普
通
科
連
隊（
米
子
）

　
　

本
管
中
隊	

川
崎
三
曹

　
　

第
二
中
隊	

大
溝
三
曹

　
　
　

〃		

井
上
三
曹

　
　

第
三
中
隊	

西
本
三
曹

　
　
　

〃		

松
本
三
曹

第
三
八
二
施
設
中
隊（
富
山
）

　
　
　
　

		

坂
田
二
曹

冬季戦術教育冬季戦術教育

中部方面隊から表彰された加納曹長中部方面隊から表彰された加納曹長

表彰された井ノ上二曹表彰された井ノ上二曹

ロープ教育ロープ教育

平地技術平地技術斜面技術斜面技術 教育の様子教育の様子
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第
八
普
通
科
連
隊
は
隊
員
に
対
し
、

期
に
一
回
を
基
準
と
し
て
、
連
隊
情
報

共
有
会
を
実
施
し
て
お
り
、
連
隊
の
各

種
訓
練
や
教
育
入
校
し
、
最
新
の
知

識
・
技
術
を
学
ん
で
き
た
隊
員
が
幹
部

か
ら
陸
士
に
至
る
ま
で
そ
の
情
報
を
共

有
し
、
今
後
の
訓
練
の
糧
と
な
る
よ
う

定
期
的
に
こ
の
共
有
会
を
行
って
い
る
。

　

一
月
上
旬
、
連
隊
は
体

育
館
に
お
い
て
全
隊
員
を
対

象
と
し
て
連
隊
情
報
共
有

会
を
実
施
し
た
。

　

昨
年
十
月
下
旬
か
ら
ア
メ

リ
カ
で
実
施
さ
れ
た
ラ
イ
ジ

ン
グ
・
サ
ン
ダ
ー
23
、
戦
闘
衛

生
、
現
在
重
要
視
さ
れ
て
い

る
小
部
隊
戦
術
行
動
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
事
項
を
共
有

し
た
。

　

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
サ
ン
ダ
ー
23

で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
訓
練

内
容
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
事

前
練
成
の
内
容
や
訓
練
の
問

題
点
な
ど
、
今
後
連
隊
が

必
要
で
あ
る
訓
練
な
ど
の
認

識
を
共
有
し
た
。

　

ま
た
、
第
二
中
隊　

若
竹
三
尉
は
、

米
子
駐
屯
地
三
心
の
庭
に
つ
い
て
、
建

設
の
経
緯
か
ら
完
成
に
至
る
ま
で
、
若

年
隊
員
を
対
象
と
し
て
説
明
し
、
隊
員

の
資
質
の
涵
養
の
資
と
し
た
。

　

連
隊
は
、
今
後
も
連
隊
情
報
共
有

会
を
継
続
し
て
行
って
い
き
、
自
ら
考
え

行
動
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
。

　
一
月
上
旬
か
ら
三
月
上
旬
ま
で
の
間
、

海
田
市
駐
屯
地
（
広
島
県
）
に
お
い
て

旅
団
部
隊
格
闘
指
導
官
が
実
施
さ
れ

た
。

　

部
隊
が
任
務
を
遂
行
す
る
上
で
、

近
接
戦
闘
能
力（
格
闘
技
術
）
は
射
撃

技
術
と
同
様
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

部
隊
格
闘
指
導
官
は
近
接
戦
闘
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
部
隊
で
非
常
に
重

要
な
存
在
で
あ
る
。

　

教
育
に
参
加
す
る
隊
員
は
、
素
養

試
験
を
突
破
し
、
約
二
ヵ
月
間
の
厳
し

い
教
育
を
乗
り
越
え
た
者
だ
け
が
、
部

隊
格
闘
指
導
官
と
し
て
認
定
を
受
け

「
格
闘
徽
章
」が
授
与
さ
れ
る
。

　

連
隊
か
ら
そ
の
厳
し
い
教
育
に
自
ら

志
願
し
、
見
事
二
名
の
隊
員
が
新
た
に

部
隊
格
闘
指
導
官
と
し
て
認
定
さ
れ

た
。

　

学
生
は
、
約
二
ヵ
月
間
の
教
育
を
受

け
、
二
月
下
旬
に
実
施
さ
れ
た
認
定
試

験
を
見
事
合
格
し
、
部
隊
格
闘
指
導

官
と
し
て
「
格
闘
徽
章
」
を
授
与
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
助
教
と
し
て
連
隊
か
ら
三
名

の
指
導
官
が
教
育
に
携
わ
り
、
旅
団

格
闘
指
導
官
の
育
成
に
尽
力
し
た
。

　

今
回
、
部
隊
格
闘
指
導
官
と
し
て

認
定
さ
れ
た
二
名
の
隊
員
は
、
今
後
も

更
な
る
練
成
を
重
ね
、
部
隊
の
即
戦

力
と
し
て
今
後
も
活
躍
し
て
い
く
。

【
連
隊
か
ら
部
隊
格
闘
指
導
官
に
認
定

さ
れ
た
隊
員
】　

　
　

第
二
中
隊	

東
山
三
曹

　
　

第
三
中
隊	

外
池
三
曹

　

第
八
普
通
科
連
隊
は
、
二
月
下
旬
か

ら
三
月
上
旬
に
、
日
本
原
演
習
場
（
岡

山
県
）
及
び
あ
い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀

県
）
に
お
い
て
、
隊
員
の
戦
技
技
量
向

上
及
び
射
撃
練
度
向
上
を
目
的
と
し

て
連
隊
野
営
訓
練
を
行
っ
た
。

　

日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
は
、
81
㎜

迫
撃
砲
及
び
12
・
７㎜
重
機
関
銃
の
実

弾
射
撃
訓
練
を
実
施
し
た
。
81㎜
迫
撃

砲
は
、
陣
地
侵
入
か
ら
一
連
の
状
況
下

で
の
射
撃
訓
練
を
行
い
、
観
測
手
か
ら

の
射
撃
要
求
を
受
け
た
小
隊
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
掌
が
連
携
し
、
正
確
・
迅
速

に
精
度
の
高
い
射
撃
を
行
っ
た
。

　

悪
天
候
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
昨
年
四

月
に
入
隊
し
た
隊
員
も
積
極
的
に
行
動

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
完
遂
し
た
。

　

12
・
７㎜
重
機
関
銃
の
射
撃
訓
練
に

お
い
て
は
、
初
め
て
の
隊
員
も
い
る
中
、

事
前
教
育
や
射
撃
予
習
を
積
み
重
ね
、

射
手
及
び
観
測
手
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、

精
度
の
高
い
命
中
率
を
見
せ
た
。

　

冬
の
寒
さ
も
厳
し
く
、雪
の
舞
う
中
、

視
界
も
制
限
を
受
け
厳
し
い
状
況
の
中

で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
隊
員
は
ひ
た
む
き

に
射
撃
任
務
を
遂
行
し
た
。

　

あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
、
小
銃

小
隊
を
主
体
と
し
た
戦
闘
射
撃
及
び

狙
撃
手
に
よ
る
潜
入
訓
練
、
対
人
狙

撃
銃
射
撃
を
行
っ
た
。

　

戦
闘
射
撃
に
お
い
て
は
、
課
目
を
攻

撃
と
し
て
、
小
隊
長
指
揮
の
下
そ
れ
ぞ

れ
の
分
隊
、
組
で
連
携
を
図
り
、
最
大

限
火
力
を
発
揮
し
つ
つ
敵
を
減
殺
し
、

目
標
を
奪
取
し
た
。

　

ま
た
、
夜
間
に
お
け
る
戦
闘
射
撃

訓
練
も
行
い
、
小
隊
は
視
界
や
連
携
が

制
限
を
受
け
る
中
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、

小
隊
長
・
分
隊
長
を
中
心
に
見
事
な

連
携
を
見
せ
任
務
を
完
遂
し
た
。

　

狙
撃
手
に
よ
る
潜
入
訓
練
に
お
い
て

は
、
潜
入
経
路
を
選
定
し
目
標
と
な

る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
発
見
、
射
撃
、
離
脱

ま
で
を
広
域
な
演
習
場
を
最
大
限
活

用
し
狙
撃
手
と
し
て
必
要
な
技
術
の
修

得
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
対
人
狙
撃
銃
射
撃
に
お
い
て

は
、
長
射
程
で
の
実
弾
射
撃
を
行
い
射

手
・
観
測
手
と
し
て
の
練
度
向
上
に
努

め
た
。

　

連
隊
は
今
後
も
更
な
る
練
度
向
上

に
努
め
、「
真
に
戦
え
る
部
隊
」
を
目
指

し
訓
練
を
重
ね
て
い
く
。

　

第
八
普
通
科
連
隊
は
、
積
雪
寒
冷
地

部
隊
と
し
て
一
月
上
旬
か
ら
だ
い
せ
ん

ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
、
日
光
演

習
場
及
び
周
辺
地
域
に
お
い
て
積
雪
地

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
っ
た
。

　
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
の
斜
面
技
術
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
平
地
滑
走
、
部
隊
機
動
、

宿
営
な
ど
予
想
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

態
に
対
応
で
き
る
よ
う
各
中
隊
は
、
部

隊
ス
キ
ー
指
導
官
を
中
心
と
し
て
冬
季
に

お
け
る
積
雪
地
訓
練
を
行
っ
た
。

　

そ
の
中
で
も
第
二
中
隊
は
冬
季
に
お

け
る
行
方
不
明
者
捜
索
訓
練
を
日
光

演
習
場
周
辺
地
域
に
お
い
て
行
っ
た
。

　

訓
練
は
、
中
隊
の
部
隊
ス
キ
ー
指
導

官
を
中
心
と
し
て
、
十
二
月
中
旬
か
ら

こ
の
訓
練
を
計
画
し
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
及
び
知
識
を
最
大
限
活
用
し
中
隊
の

幹
部
か
ら
二
等
陸
士
に
至
る
ま
で
教
育

を
行
っ
た
。

　

事
前
教
育
で
は
、
行
方
不
明
者
の
救

助
要
領
、
ロ
ー
プ
技
術
及
び
ア
キ
オ（
ソ

リ
）
を
使
用
し
た
搬
送
要
領
な
ど
を
教

育
し
た
。

　

ま
た
、行
方
不
明
者
の
情
報
や
手
が
か

り
を
も
と
に
救
助
計
画
の
作
成
及
び
任

務
分
析
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
位
と
役

割
を
明
確
化
し
総
合
訓
練
へつ
な
げ
た
。

　

総
合
訓
練
で
は
、
事
前
教
育
で
培
っ

た
知
識
及
び
技
術
を
最
大
限
活
用
し

て
、
ス
キ
ー
機
動
で
迅
速
に
捜
索
地
域
へ

前
進
し
、
行
方
不
明
者
発
見
後
は
、
低

体
温
症
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
患
者
に
対

し
て
ラ
ッ
ピ
ン
グ
処
置
を
迅
速
に
行
い
、

ア
キ
オ
で
車
両
の
推
進
が
可
能
な
地
域

ま
で
搬
送
し
た
。

　

連
隊
は
今
後
も
部
隊
ス
キ
ー
指
導
官

を
中
心
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
が
、

積
雪
寒
冷
地
部
隊
と
し
て
冬
季
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
に
対
処
で
き
る
よ

う
更
な
る
訓
練
を
行
って
い
く
。

狙撃手潜入訓練狙撃手潜入訓練

教育の様子　外池三曹（左）教育の様子　外池三曹（左）

ロープを活用し引き上げロープを活用し引き上げ

12.7㎜重機関銃12.7㎜重機関銃

第二中隊　東山三曹第二中隊　東山三曹

救助計画作成及び任務分析救助計画作成及び任務分析

81㎜迫撃砲発射の様子81㎜迫撃砲発射の様子

教育の様子　東山三曹教育の様子　東山三曹

低体温症ラッピング低体温症ラッピング

第一中隊戦闘射撃第一中隊戦闘射撃

第三中隊　外池三曹第三中隊　外池三曹

患者搬送患者搬送

第二中隊長　ライジング・サンダー23第二中隊長　ライジング・サンダー23

三心の庭三心の庭

三心の庭を説明する若竹三尉三心の庭を説明する若竹三尉

連
隊
情
報
共
有
会

連
隊
野
営
訓
練

連
隊
野
営
訓
練

積

雪

地

訓

練

積

雪

地

訓

練

部
隊
格
闘
指
導
官

部
隊
格
闘
指
導
官



新補職教育新補職教育

記

編

集

後

桜
が
開
花
し
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

お
子
さ
ん
の
卒
業
式
、
入
学
式
な
ど
成

長
を
感
じ
る
季
節
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。我

が
子
も
、
気
が
付
け
ば
娘
は
小

学
校
三
年
生
と
な
り
、
二
人
の
息
子
は

年
中
（
五
歳
）
年
少
（
四
歳
）
児
ク
ラ
ス

と
な
り
、
ま
た
年
間
を
通
し
て
子
供
の

行
事
な
ど
慌
た
だ
し
い
年
と
な
り
そ
う

で
す
。
駐
屯
地
も
四
月
十
三
日
に
は
、

自
衛
官
候
補
生
入
隊
式
を
控
え
て
い
ま

す
。季

節
の
変
わ
り
目
は
、
体
調
を
崩
し

や
す
く
特
に
春
は
、
寒
暖
差
や
気
圧
変

動
が
大
き
く
、自
律
神
経
の
乱
れ
か
ら
、

持
病
が
悪
化
す
る
「
気
象
病
」
を
発
症

す
る
方
が
多
い
季
節
で
す
。

ま
た
、
普
段
か
ら
肩
こ
り
、
胃
痛
な

ど
と
いっ
た
症
状
が
出
る
方
も
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
一
九
一
〇
年
頃
ま
で
は
、

「
肩
こ
り
」
と
い
う
言
葉
は
な
く
、
夏

目
漱
石
が
書
い
た
著
書
「
門
」
の
一
節

に
「
指
で
圧
す
る
と
、
顎
と
肩
の
間
の

少
し
背
中
に
寄
っ
た
局
部
が
石
の
よ
う

に
こって
い
た
」
と
書
い
て
あ
っ
た
そ
う
で

す
。一

説
に
よ
る
と「
肩
が
こ
る
」
と
い
う

の
は
、
夏
目
漱
石
の
造
語
と
も
言
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
言
葉
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
多

く
の
日
本
人
が
肩
の
筋
肉
が
固
く
な
る

症
状
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

「
胃
が
痛
い
」
と
い
う
言
葉
も
同
じ
で

あ
り
、
誰
か
が
「
こ
の
辺
が
痛
い
か
も
、

胃
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
って
、
胃
が
痛

い
と
い
う
症
状
が
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
日
本
で
は「
胃
薬
」ま
で
出

す
く
ら
い
で
す
か
ら
日
本
の
医
療
技
術

の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
間
が
生
き
て
い
く

中
で
言
葉
に
よ
る
影
響
力
と
い
う
の
は
、

大
き
く
、
気
持
ち
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
も

何
か
を
行
う
上
で
か
な
り
の
割
合
を
占

め
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
言
葉
に
つい
て
意
識
を
し

て
い
ま
す
か
。

友
人
や
仲
間
に
声
を
か
け
る
時
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
を
か
け
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
人
の
能
力
が
こ
こ
一
番
で
最

大
限
発
揮
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

駐
屯
地
各
種
教
育
を
実
施

駐
屯
地
各
種
教
育
を
実
施

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
リ
ク
ル
ー
タ
ー

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
リ
ク
ル
ー
タ
ー

表
　
　
彰

米
子
市
二
十
歳
を
祝
う
会
記
念
感
想
文

優
秀
賞　
「
恩
返
し
」

　

本
部
管
理
中
隊	

高
岡
士
長

入　

選　
「
支
え
ら
れ
て
」

　

本
部
管
理
中
隊	

亀
川
士
長

入　

選　

	「
夢
、希
望
、家
族
、友
人
と

の
関
わ
り　

米
子
市
民
と

し
て
の
自
覚
」

　

本
部
管
理
中
隊	

鹿
野
士
長

三
軒
屋
警
備
支
援
優
秀
隊
員

　

第
一
中
隊	

樽
谷
士
長

　

第
二
中
隊	

田
邊
士
長

　

第
三
中
隊	

小
俣
士
長

陸
曹
中
級
課
程

第
四
陸
曹
教
育
隊
長
賞

　

第
二
中
隊	

有
田
二
曹

栄
　
　
光

第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
鳥
取
県
予
選
会

成
年
男
子
Ａ（
４
・
４
㎞
）

　

第
三
位　

第
二
中
隊	　
湯
栗
士
長

成
年
男
子
Ｂ（
４
・
４
㎞
）

　

優　

勝　

第
一
中
隊	　
岡
田
三
曹

成
年
男
子
Ｃ（
２
・
２
㎞
）

　

優　

勝　

第
一
中
隊	　
三
好
曹
長

　

第
二
位　

第
二
中
隊	　
川
端
一
曹

第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
出
場（
山
形
）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
成
年
男
子
リ
レ
ー

10
㎞
×
４

　

第
三
走　

第
一
中
隊	　
三
好
曹
長

　

第
四
走　

第
二
中
隊	　
川
端
一
曹

成
年
男
子
Ａ
10
㎞

　

第
二
中
隊	

　

湯
栗
士
長

成
年
男
子
Ｂ
10
㎞

　

第
一
中
隊	

　

岡
田
三
曹

成
年
男
子
Ｃ
５
㎞

　

第
一
中
隊	

　

三
好
曹
長

　

第
二
中
隊	

　

川
端
一
曹

今
年
度
に
お
け
る
広
報
紙「
よ
な
ご
」の

切
手
代
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
澄
田　

豊
様
、柏
木　

重
康
様
、

平
田　

圭
言
様
、相
原　

良
広
様
の
各
位

　

本
部
管
理
中
隊　

木
原　

瑠
香（
陸

士
長
）
は
二
月
二
十
二
日
及
び
二
十
三

日
、
山
口
地
方
協
力
本
部
と
と
も
に
、

母
校
で
あ
る
山
口
市
に
所
在
す
る
Ｙ
Ｉ

Ｃ
公
務
員
専
門
学
校
の
学
生
に
対
し
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
し
て
、
そ

の
翌
日
に
は
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
ゆ
め
タ

ウ
ン
山
口
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
募
集

広
報
活
動
及
び
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

実
施
し
た
。

　
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
リ
ク
ル
ー
タ
ー
の
目
的

は
、
自
身
の
母
校
で
あ
る
高
校
や
専
門

学
校
へ
出
向
き
、
こ
れ
ま
で
の
自
衛
隊

で
の
経
験
や
活
動
状
況
な
ど
を
説
明

し
、
学
生
の
就
職
活
動
の
一
環
と
な
る

よ
う
自
衛
隊
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で

あ
る
。

　

ま
た
、自
衛
隊
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
若

い
世
代
に
も
自
衛
隊
に
対
し
理
解
と
協

力
を
深
め
る
こ
と
も
こ
の
機
会
を
通
し

て
行
っ
た
。

　

木
原
士
長
は
山
口
県
出
身
で
あ
り
、

専
門
学
校
を
卒
業
す
る
二
十
歳
ま
で

を
山
口
県
で
過
ご
し
、
自
衛
隊
入
隊
後

は
大
津
・
海
田
市
駐
屯
地
で
そ
れ
ぞ
れ

教
育
を
受
け
、
第
八
普
通
科
連
隊
本

部
管
理
中
隊
（
米
子
駐
屯
地
）へ
配
置

さ
れ
た
。

　

現
在
は
弾
薬
手
と
し
て
勤
務
し
、
二

月
か
ら
約
一ヶ
月
間
駐
屯
地
広
報
室
に

お
い
て
臨
時
勤
務
を
行
い
、
写
真
撮
影

以
外
に
も
編
集
、
部
外
イ
ベン
ト
への
参

加
、
駐
屯
地
見
学
な
ど
の
対
応
も
行
っ

た
。

　

Ｙ
Ｉ
Ｃ
公
務
員
専
門
学
校
の
リ
ク

ル
ー
タ
ー
で
は
、
自
ら
自
己
紹
介
資
料

を
作
成
し
初
対
面
の
学
生
に
対
し
て
、

分
か
り
や
す
く
自
衛
隊
の
制
度
や
仕

組
み
を
説
明
し
募
集
広
報
活
動
を
行
っ

た
。

　
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
リ
ク
ル
ー
タ
ー
は
、
年

齢
の
近
い
現
役
の
隊
員
が
募
集
活
動
を

行
う
こ
と
で
よ
り
一
層
募
集
効
果
が
得

ら
れ
、
更
な
る
自
衛
隊
Ｐ
Ｒ
の
場
と
な
っ

て
い
る
。

　

第
八
普
通
科
連
隊
は
、
米
子
駐
屯

地
に
お
い
て
一
月
上
旬
か
ら
各
種
教
育

を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
や

技
術
を
修
得
さ
せ
部
隊
の
練
度
向
上
に

努
め
て
い
る
。

　

新
補
職
者
ス
キ
ー
訓
練
は
だ
い
せ
ん

ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
及
び
日
光
演
習
場

に
お
い
て
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

本
訓
練
は
、
各
中
隊
の
実
施
す
る
ス

キ
ー
訓
練
の
中
で
、
昨
年
入
隊
し
た
隊

員
と
定
期
異
動
に
よ
り
積
雪
地
部
隊

経
験
の
な
い
隊
員
を
対
象
と
し
て
基
礎

的
ス
キ
ー
技
術
の
訓
練
を
段
階
的
に
実

施
し
、
積
雪
地
に
お
け
る
基
礎
的
知

識
及
び
ス
キ
ー
技
術
の
修
得
を
目
的
に

毎
年
実
施
し
て
い
る
。
教
育
参
加
者
は

ス
キ
ー
検
定
三
級
以
上
を
目
標
に
日
々

練
度
向
上
を
図
っ
た
。

　

第
二
中
隊
が
担
当
し
た
旅
団
集
合

教
育
「
初
級
ら
っ
ぱ
」
は
、
駐
屯
地
内

に
お
い
て
教
育
を
行
い
、
そ
の
目
的
は

号
令
、
命
令
、
警
報
等
を
伝
え
、
士

気
を
高
揚
し
隊
容
を
整
え
、
敬
意
を

表
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ッ
パ
吹
奏
に

は
、
起
床
、
点
呼
、
国
旗
掲
揚
、
食

事
、
消
灯
等
様
々
な
吹
奏
が
行
わ
れ
て

お
り
、
教
育
に
参
加
し
た
隊
員
達
は
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
吹
奏
技
術
の
練

度
向
上
に
努
め
た
。

　

練
度
判
定
修
了
後
に
は
、
国
旗
掲

揚
・
降
下
時
に
実
際
に
吹
奏
し
、
緊
張

感
の
あ
る
中
で
実
践
経
験
を
積
ん
だ
。

　

第
一
中
隊
が
担
当
し
た
初
級
Ａ
Ｔ
Ｍ

教
育
で
は
、
器
材
の
取
り
扱
い
や
射
撃

要
領
な
ど
専
門
的
知
識
を
数
多
く
学

ん
だ
。

　

87
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
中
射
程
の
対
戦
車
誘

導
弾
で
あ
り
教
育
で
は
、
戦
闘
訓
練
や

器
材
を
携
行
し
た
行
進
訓
練
等
、
様
々

な
状
況
下
を
想
定
し
た
訓
練
も
行
い

部
隊
の
即
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
教
育
を

行
っ
た
。

　

第
三
中
隊
は
、
十
二
月
上
旬
か
ら
新

隊
員
特
技
課
程
を
担
当
し
、
軽
火
器

と
し
て
の
基
礎
的
技
術
や
知
識
を
修
得

さ
せ
た
。

　

戦
闘
訓
練
、
機
関
銃
射
撃
及
び
対

戦
車
火
器
の
射
撃
な
ど
を
行
い
、
軽
火

器
と
し
て
の
専
門
技
術
を
約
二
ヵ
月
半

に
わ
た
り
教
育
し
二
月
下
旬
に
修
了
式

を
行
っ
た
。

　

二
月
上
旬
に
は
、
三
十
五
キ
ロ
徒
歩

行
進
訓
練
を
行
い
、
駐
屯
地
協
力
会
か

ら
の
激
励
を
受
け
な
が
ら
力
強
い
足
取

り
で
、
約
十
一
時
間
に
及
ん
だ
行
進
訓

練
を
乗
り
越
え
た
。
そ
の
後
、
部
隊

配
属
さ
れ
た
隊
員
は
、
部
隊
の
即
戦
力

と
し
て
現
在
活
躍
し
て
い
る
。

　

連
隊
は
、
こ
れ
ら
の
教
育
を
受
け
た

隊
員
と
共
に
よ
り
一
層
強
い
部
隊
を
目

指
し
邁
進
し
て
い
く
。

　

駐
屯
地
曹
友
会
は
十
一
月
か
ら

十
二
月
の
一
ヶ
月
間
「
駐
屯
地
釣
り
自

慢
大
会
」を
開
催
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
期
間
内
に
隊
員
や
そ

の
家
族
な
ど
が
釣
り
上
げ
た｢

大

物｣

・｢

数｣

・「
珍
種
」
等
の
自
慢
の

釣
果
を
写
真
に
収
め
、そ
れ
を
共
有
し
、

大
会
参
加
者
の
多
数
決
に
よ
っ
て
優
勝

者
を
決
定
し
た
。

　

優
勝
は
見
事
、
八
十
三
セ
ン
チ
の
ス

ズ
キ（
シ
ー
バ
ス
）
を
釣
り
上
げ
た
、
本

部
管
理
中
隊
の
大
國
三
曹
が
優
勝
、

隊
員
家
族
の
友
人
が
尺
ア
ジ
で
特
別
賞

な
ど
大
変
盛
り
上
が
っ
た
。

　

今
後
も
駐
屯
地
曹
友
会
は
、
家
族

や
隊
員
間
の
交
流
を
大
切
に
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
で
駐
屯
地
を
盛
り
上
げ
て

い
く
。

ゆめタウン山口　募集対象者への説明ゆめタウン山口　募集対象者への説明

ＹＩＣ公務員専門学校での様子ＹＩＣ公務員専門学校での様子

イベント支援イベント支援

初級ＡＴＭ教育初級ＡＴＭ教育

特別賞の尺アジ特別賞の尺アジ優勝した大國三曹の釣果優勝した大國三曹の釣果

記念撮影記念撮影

新隊員特技課程　徒歩行進訓練新隊員特技課程　徒歩行進訓練

初級ラッパ教育　国旗降下初級ラッパ教育　国旗降下

駐
屯
地
釣
り
自
慢
大
会

駐
屯
地
釣
り
自
慢
大
会

二
日
間
の
募
集
広
報
活
動
を経験

し
て

木
原　

瑠
香

　

私
は
、
Ｙ
Ｉ
Ｃ
公
務
員
専
門
学
校

と
ゆ
め
タ
ウ
ン
山
口
の
募
集
広
報
活

動
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
こ
れ
ま

で
の
経
験
な
ど
を
説
明
し
自
衛
隊
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

募
集
活
動
を
行
う
上
で
、
ど
う

し
た
ら
初
対
面
の
方
に
自
衛
隊
の
魅

力
を
上
手
く
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る

か
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
を

考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
二
月
か
ら
駐
屯
地
広

報
室
で
臨
時
勤
務
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
写
真
撮
影
以
外
に
も
部
外
イ
ベ

ン
ト
、
編
集
業
務
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

専
門
学
校
の
リ
ク
ル
ー
タ
ー
で
は
、

自
衛
隊
の
制
度
や
仕
組
み
の
説
明

を
興
味
深
く
聞
い
て
も
ら
え
る
方

法
と
し
て
、
自
己
紹
介
ス
ラ
イ
ド
の

作
成
に
も
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ

き
、
自
分
自
身
の
自
衛
隊
に
対
す

る
魅
力
な
ど
を
伝
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

特
に
、
一
月
一
日
に
発
災
し
た

能
登
半
島
地
震
の
災
害
派
遣
の
説

明
で
は
、
写
真
を
使
用
し
出
来
る

だ
け
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
工

夫
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

駐
屯
地
広
報
室
が
定
期
的
に
発

信
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
紹
介
で
は
、

写
真
だ
け
で
な
く
昨
年
か
ら
動
画

を
取
り
入
れ
、
分
か
り
や
す
く
情

報
発
信
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も

伝
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

時
間
が
限
ら
れ
る
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
自
分
が
何
を

一
番
伝
え
た
い
の
か
、
ど
う
す
れ
ば

興
味
を
持
って
も
ら
え
る
か
な
ど
を

考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
自
分
自
身
が
行
っ
た
募
集

広
報
活
動
で
、
一
人
で
も
多
く
の
人

に
興
味
や
自
衛
隊
の
仕
事
を
理
解

し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
良

い
と
思
って
い
ま
す
。

　

今
回
、
広
報
室
の
臨
時
勤
務
と

募
集
広
報
活
動
を
経
験
し
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
活
か
し
、
自
衛

隊
で
の
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
に
挑
戦
し
こ
れ
か
ら

も
頑
張
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


